
が
天
武
運
，
を
皇
太
子
に
立
て
た
の
は
」
寧
ろ
外
に
然
る
べ

ぎ
故
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
信
友
が
「
御
難
帝
の
逡
詔
に
、

や
」
、
ご
言
っ
て
黙
々
し
く
其
好
む
所
に
引
つ
け
て
説
か
な

か
う
た
の
は
、
寧
ろ
彼
の
史
家
ご
し
て
の
確
さ
を
示
す
。

　
近
世
史
學
吏
上
、
國
學
の
斯
の
如
き
事
書
が
、
其
後
の

吏
家
に
い
か
に
簿
心
霊
。
鼠
、
9
8
さ
れ
、
又
登
営
さ
せ
ら
れ
だ
「

か
は
別
種
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
も
思
ふ
に
」
そ
は
近
時

西
洋
史
書
の
影
響
の
も
と
に
、
漸
次
に
開
拓
さ
れ
む
ご
す

る
、
三
更
の
文
化
史
窺
や
思
想
逆
軍
の
爲
に
先
規
帯
し
て

の
意
義
を
許
さ
る
べ
き
も
め
で
あ
ら
う
。

黎

軒

ぐ
」嶋’

大

秦

　
　
　
　
卿

　
黎
軒
ぜ
い
ふ
憾
名
の
見
ゆ
る
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
史

記
の
大
宛
、
傳
が
初
で
あ
る
。
郎
ち
そ
の
安
息
條
に

　
其
西
則
里
並
、
北
有
瓢
海
尉
・
黎
軒
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

ご
い
っ
で
居
る
Q
・
こ
れ
は
張
籍
が
第
「
次
の
西
区
、
郎
ち

そ
が
大
月
氏
に
使
し
て
、
見
聞
し
た
ご
こ
ろ
を
武
帝
に
覆

毒
し
た
安
息
毒
中
の
末
段
で
あ
る
。
而
し
て
安
息
は
大
宛
．

　
　
　
第
†
三
懇
　
　
研
　
究
「
　
黎
’
軒
重
大
秦

藤
　
　
田

豊

入

傳
に
所
謂
「
籍
身
所
レ
至
者
、
大
宛
・
大
月
氏
漕
大
夏
．
康
居
一

而
繊
雲
聞
其
労
大
↑
國
五
山
孤
臣
八
隅
轟
天
子
一
躍
ロ
レ
之
」
ビ
、
あ
る
傳

聞
し
た
大
國
の
一
で
、
從
っ
て
安
息
條
記
す
る
こ
こ
ろ
の

も
の
は
皆
な
之
を
傳
聞
に
得
た
も
の
で
あ
る
。
、
又
た
大
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

傳
に
は
張
籍
第
ご
次
の
西
使
、
即
ち
そ
が
鳥
孫
に
零
し
た

以
後
の
雨
下
西
方
遣
使
の
惰
形
を
述
べ
、

　
初
置
昌
酒
泉
郡
“
面
通
｝
酋
北
國
↓
因
出
庫
レ
使
、
嚢
要
点
・
奄
薬
・
、

　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
ア
號
　
　
　
　
四
一
　
（
　
四
一
）



　
　
　
第
十
三
谷
　
　
研
　
究
　
　
黎
軒
定
大
泰

　
ヘ
　
へ

　
，
黎
軒
・
條
支
・
身
惑
星
一

こ
い
ひ
、
可
簸
た

　
初
漢
使
至
安
息
、
安
息
王
命
レ
將
（
將
）
昆
二
萬
騎
迎
於
東
界
一
束

　
界
去
昌
王
都
一
叢
千
里
、
行
比
レ
至
過
｝
数
十
城
↓
人
民
相
半
甚
多
、

　
漢
使
還
、
而
後
襲
い
使
、
堕
・
漢
使
來
、
観
・
叫
声
贋
大
帖
以
大
鳥
卵

　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
及
六
軒
善
管
入
、
獄
於
漢
↓

こ
い
っ
て
居
る
。
な
ほ
大
宛
傳
に
は
「
善
男
」
こ
い
ふ
こ
ご

に
つ
き
て
、
張
籍
第
一
次
西
使
が
還
っ
て
覆
諭
せ
る
條
盛

挙
中
に

　
跡
鞠
防
、

こ
い
へ
ば
、
黎
軒
に
善
眩
入
が
あ
っ
た
ご
共
に
、
條
枝
に

も
特
に
そ
が
多
か
っ
た
も
の
ビ
見
ゆ
る
◎

　
漢
書
の
西
域
傳
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
史
記
の
大
宛
傳

ご
、
そ
の
後
に
得
た
材
料
に
依
り
、
爾
者
を
綜
合
し
て
書

か
れ
た
も
の
で
み
る
が
、
そ
の
安
息
條
を
見
る
ご
、
そ
の

凝
霜
を
説
き
「
傷
心
條
支
接
」
と
い
へ
る
は
、
大
言
大
宛
傳

ご
同
機
だ
が
「
北
面
昌
康
居
一
（
接
）
し
ご
い
ひ
、
大
宛
傳
に
「
北

　
　
　
　
　
　
　
　
第
↓
號
　
　
　
四
二
　
（
　
四
二
）

有
電
秦
黎
軒
こ
ご
あ
る
を
改
め
て
居
る
。
而
し
て
却
て
烏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ざ
・
山
離
條
に
於
て
「
西
與
轟
黎
軒
條
支
一
接
」
こ
い
つ
て
居
る
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
黎
軒
は
転
記
で
同
音
異
字
で
あ
る
。

而
し
て
漢
書
西
域
傳
に
は
こ
の
條
に
於
て
較
，
詳
し
く
條

支
を
説
い
て
居
る
が
、
し
か
も
そ
の
所
謂
黎
軒
に
つ
い
て

何
等
言
及
せ
る
こ
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。
想
ふ
に
班
固

は
烏
ざ
山
離
が
「
西
與
『
黎
軒
・
虚
心
一
思
」
と
い
ふ
も
、
寒
軒

が
何
慮
に
在
る
か
、
條
支
ε
所
在
に
於
て
如
何
な
る
關
係

に
在
る
か
と
い
ふ
瓢
に
つ
き
て
、
何
等
明
確
な
る
知
識
が

な
か
っ
た
も
の
ご
見
ゆ
る
Q
ご
い
ふ
の
は
漢
書
西
域
傳
の

康
居
條
に
は

　
其
康
居
西
北
可
三
千
里
↓
有
珠
奄
察
浄
潔
発
墨
十
餓
萬
人
、
與
康

　
居
同
レ
俗
、
臨
昌
大
澤
一
書
レ
崖
、
蓋
北
海
云

こ
い
ひ
、
史
記
大
虚
傳
に
較
し
て
、
頗
る
詳
に
奄
秦
を
説

い
て
居
る
に
も
拘
ら
す
、
こ
、
に
も
黎
軒
に
つ
い
て
は
毫

も
言
及
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
黎
軒
が
烏
ざ
山

離
の
西
に
在
る
ご
す
る
竃
屋
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
固
よ



り
當
に
然
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
し
か
も
烏
ざ
山
離
條
に

も
條
支
を
較
，
詳
し
く
説
明
し
な
が
ら
、
七
軒
に
つ
き
て
言

及
せ
る
ε
こ
ろ
が
な
い
の
は
何
故
で
あ
る
か
、
そ
の
他
漢

書
に
黎
塀
に
署
し
て
説
け
る
ご
こ
ろ
は
、
殆
ん
ざ
吏
記
大

難
傳
の
所
傳
の
外
に
一
歩
も
出
て
居
な
い
の
で
あ
っ
て
、

帥
ち
張
霧
傳
に

　
初
置
晶
洒
泉
郡
、
魚
期
訟
西
北
國
雨
蓋
盆
獲
レ
使
、
倉
町
安
息
・
奄
察
・

　
ヘ
　
へ

　
，
踏
場
・
條
支
・
身
毒
國
一

こ
い
く
る
、
、
史
記
大
学
傳
の
文
を
そ
の
ま
、
襲
用
し
た

の
で
あ
り
．
又
た
西
域
傳
安
息
國
條
に

　
武
帝
始
遭
レ
使
至
μ
安
息
国
王
令
ア
將
悪
馬
一
萬
騎
の
迎
申
於
幽
界
納
東

　
－
界
碧
雲
都
一
撒
千
里
、
行
比
レ
至
過
鴇
数
十
城
↓
人
民
相
属
、
因
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
レ
使
随
塾
漢
使
者
｛
三
才
呂
母
地
嚇
碧
天
鳥
卵
・
及
痴
愚
野
人
↓
獣
於

　
塑
こ
い
へ
る
も
、
大
宛
傳
の
丈
を
襲
用
し
て
数
字
の
加
除
を

施
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
（
こ
の
文
に
依
り
、
大
忌

傳
は
「
命
將
二
萬
騎
」
ご
あ
る
は
將
上
に
↓
義
字
を
脱
し
た

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
黎
騨
定
大
秦

の
で
あ
る
こ
ご
が
知
れ
る
）
。
　
之
を
要
す
る
に
班
固
の
條

支
・
、
奄
藥
に
關
す
る
知
識
は
頗
る
大
宛
傳
の
外
に
幽
て
居

る
が
、
黎
軒
（
黎
軒
）
に
饗
す
る
知
識
は
毫
も
大
悲
傳
の
外

に
毘
て
居
な
い
こ
ご
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
た
い
班
固
は

安
息
を
以
て
北
・
康
居
に
接
す
る
ご
し
、
怨
讐
の
西
北
二

千
里
ば
か
り
の
威
に
、
奄
察
が
あ
）
、
そ
の
附
近
に
黎
軒

（
鼻
嵐
）
ご
い
ふ
國
あ
る
を
聞
か
ざ
る
に
於
て
、
途
に
之
を

條
支
ご
共
に
烏
ざ
山
離
の
西
に
移
し
、
内
鳥
ざ
山
野
を
以
て

「
西
與
黎
軒
條
墨
壷
」
な
ざ
い
っ
た
も
の
ご
見
ゆ
る
。
固
よ

り
之
を
條
支
ご
同
一
方
位
に
移
し
た
の
は
均
し
く
「
善
覆
」

で
あ
っ
だ
な
ご
の
事
情
に
因
っ
た
の
で
あ
ら
う
◎

　
こ
こ
ろ
が
漢
書
西
域
傳
烏
ざ
山
離
條
に
所
謂
「
西
與
三

軒
・
條
支
接
」
と
い
へ
る
一
句
は
、
後
世
に
雰
常
の
影
響
を

及
ぼ
し
て
居
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
前
漢
の
時
に
は
漢

人
の
條
支
（
條
枝
）
に
抵
つ
た
も
の
は
な
か
っ
た
や
う
で

（
武
帝
は
こ
の
國
に
も
使
を
遣
っ
た
こ
傳
へ
て
は
居
る
が
）

後
漢
に
入
り
、
始
め
て
例
の
茸
英
が
班
超
の
命
を
奉
b
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
四
三
（
四
三
）



　
　
　
第
至
三
巷
　
　
研
究
　
　
黎
脚
霊
大
黍

熔
岩
に
抵
ゑ
西
海
を
階
た
の
で
あ
ろ
。
「
而
む
て
烏
五
～
山
離

若
く
ば
安
息
ご
條
支
こ
の
間
に
．
黎
軒
（
黎
軒
）
ご
い
ふ
が
如

き
國
の
な
い
こ
酋
は
こ
、
に
明
瞭
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
漢
書
西
域
傳
に
は
烏
ざ
山
嶽
は
西
・
黎
軒
。
條
支
ご

接
す
ご
い
っ
て
居
る
。
從
っ
て
黎
軒
は
必
ず
之
を
條
支
の

西
に
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
當
時
言
支
の
西
に
大
秦
こ
い
ふ
國
の
あ
る
こ
ご
が

知
ら
れ
、
甘
美
は
實
に
大
秦
に
到
ら
ん
こ
し
て
條
支
に
抵

つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
後
世
の
史
家
に
依
り
、
大
秦
は

即
ち
黎
軒
（
黎
軒
）
だ
ご
い
ふ
説
が
唱
へ
ら
る
＼
に
至
っ
た

の
で
あ
を
℃
こ
の
説
は
固
よ
レ
甘
莫
の
實
際
に
聞
い
た
の

で
な
い
こ
ゼ
は
、
後
漢
書
西
域
傳
に
訪
英
の
事
を
記
し
、

ぞ
が
大
秦
に
辛
し
た
こ
は
い
っ
て
居
る
が
、
そ
が
師
ち
黎

塀
だ
な
ご
ご
は
い
っ
て
な
い
。
爵
來
聖
母
が
大
’
秦
と
い
ふ

名
を
知
っ
た
の
は
班
超
の
西
域
経
略
の
時
に
始
ま
っ
た
や

う
で
、
當
時
そ
の
國
に
黎
軒
な
ご
い
ふ
名
が
あ
っ
た
な
ら

別
仁
之
を
大
秦
ζ
い
ふ
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
．
史
家
が
特

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
盤
　
　
　
四
四
　
（
　
四
四
）

に
大
秦
は
即
ち
血
斑
で
あ
る
ご
説
明
し
て
居
る
の
は
匝
當

時
班
超
甘
英
等
の
聞
知
し
た
の
は
大
秦
こ
い
ふ
國
名
で
あ

っ
て
黎
軒
こ
い
ふ
國
名
で
な
か
っ
た
ピ
い
ふ
何
よ
り
の
謹

擦
で
あ
る
。
而
し
て
史
．
家
が
大
秦
を
黎
軒
だ
ご
い
ふ
の
は

さ
き
に
墨
げ
た
漢
書
西
域
傳
烏
ざ
野
離
條
の
文
に
依
っ
た

の
に
相
違
な
く
、
こ
の
文
に
依
れ
ば
實
際
さ
う
い
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
ご
、
な
る
の
で
あ
。
る
。

　
然
ら
ば
大
秦
が
邸
ち
黎
軒
（
滋
賀
）
だ
こ
い
ふ
の
は
誰
か

ら
始
ま
っ
た
か
い
ふ
に
、
之
を
確
定
す
る
こ
ご
は
、
今
の

こ
こ
ろ
困
難
で
あ
る
、
し
か
も
吾
人
の
知
り
得
る
限
り
に

於
て
は
、
こ
の
説
は
三
國
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
や
う
で
あ

る
◎
郎
ち
魏
の
魚
炎
の
省
略
に

　
大
秦
一
望
飽
軒
一
走
篇
安
息
條
之
西
、
大
海
之
西
一
…
其
國
在
皿
海

　
西
↓
故
俗
謂
無
爵
璽

　
（
三
）

こ
い
ひ
、
呉
の
謝
承
の
後
漢
書
に
も

　
大
三
島
名
塑
・
鍵
↓
在
　
酉
海
之
西
　

　
（
四
）

ご
い
ひ
、
又
た
晋
の
司
馬
彪
の
績
漢
書
仁
も



’

　
　
　
　
　
　
　

一
大
秦
國
名
門
纏
羅
窒
在
西
海
之
西
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

ε
い
っ
て
居
ム
こ
い
ふ
が
、
こ
、
に
は
明
に
「
名
」
宇
の
上

に
「
二
字
を
脱
し
「
黎
」
字
の
下
に
幌
字
を
術
し
て
居
る
。

劉
宋
の
萢
曄
の
後
漢
書
西
域
傳
に
「
大
秦
野
一
名
黒
鍵
、
臼

以
在
海
門
、
亦
云
昌
海
西
國
己
ご
い
へ
る
の
は
此
等
の
所
記

に
依
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
近
世
の
學
者

も
皆
な
此
等
の
所
傳
を
無
條
件
に
承
認
し
、
大
秦
問
題
の

研
究
を
以
て
そ
の
名
を
成
し
た
簗
「
二
日
氏
の
如
き
、
黎
斯

（
黎
轄
）
を
以
て
古
代
に
於
て
紅
海
海
亀
の
諸
港
に
蓮
じ
、

東
西
貿
易
の
要
衝
に
徴
れ
る
希
恩
人
の
頴
ぎ
（
羅
馬
人
は

そ
の
四
周
の
地
方
を
諺
養
ぴ
轄
団
。
鴬
器
ρ
ε
呼
ん
だ
）
に
擬

も
、
そ
の
土
名
盤
・
。
寄
日
若
く
ば
　
図
色
二
郎
（
戸
。
】
8
戯
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

》
邑
（
§
ρ
》
『
図
③
ヨ
）
の
鋼
音
ε
視
捌
し
て
居
乃
。
し
か

も
こ
の
城
市
は
軽
鴨
警
の
い
へ
る
が
如
く
、
面
紀
一
二
世

紀
に
於
て
商
業
般
盛
の
場
所
で
あ
っ
π
に
食
違
な
か
ら
う

が
、
も
か
も
誓
言
が
黎
軒
（
野
畑
・
黎
軒
）
の
名
を
聞
い
た

の
は
、
そ
が
大
月
氏
か
大
差
か
に
在
っ
た
時
に
相
違
な
《

　
　
　
第
十
三
磐
　
　
、
研
　
究
　
　
黎
軒
ミ
大
黍

さ
す
れ
ば
そ
は
元
光
六
年
（
西
紀
前
、
一
二
九
）
か
、
、
三
朔
元

年
（
西
紀
前
＝
｝
入
）
の
頃
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
ゆ
帥
ち

西
紀
前
二
世
紀
の
頃
、
こ
の
城
市
が
○
麺
窃
流
域
に
國
せ

る
大
月
氏
若
く
ば
大
夏
の
邊
ま
で
、
有
名
の
都
市
こ
し
て

聞
え
π
か
如
何
か
は
疑
問
で
あ
る
。
特
に
震
答
げ
氏
の
精

妙
を
以
て
し
て
、
軒
・
斯
・
鍵
を
以
て
図
。
β
囚
9
β
囚
。
膏

を
表
し
だ
こ
い
ふ
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な

く
軒
・
軒
臥
鍵
は
上
李
の
元
韻
で
あ
り
、
そ
の
魯
巨
は
昌
、
、

で
あ
っ
て
ヨ
．
で
は
な
い
。
・
又
た
我
が
・
臼
鳥
博
士
は
之
を
以

て
埃
及
の
遠
田
河
ロ
の
古
代
最
も
有
名
で
あ
っ
た
と
舞

雪
路
笹
に
擬
し
て
居
る
。
師
ち
、
「
》
冨
鋸
滋
2
の
名
は
甚
だ

長
き
が
故
に
他
國
人
は
種
々
に
省
略
し
て
之
を
呼
ん
で
居

る
。
離
せ
ば
国
目
語
て
書
か
れ
π
る
番
台
己
僧
℃
鋤
書
9
に

は
壕
霧
窪
曾
ご
い
ひ
波
斯
亜
刺
伯
入
獄
一
躍
惹
μ
凱
窪
ε
い

ひ
、
》
一
〇
碁
包
。
嵩
曽
を
ω
す
民
①
門
欝
　
ご
い
ひ
、
r
勾
牙
利
語

で
は
ω
愕
瓢
9
ピ
い
ひ
、
　
》
δ
舜
邑
昔
を
誓
巳
。
膏
芝

い
ひ
、
面
輪
二
王
の
碑
交
に
は
≧
巳
時
留
騰
を
》
田
奮
寿

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
四
五
（
出
駕
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
研
究
　
黎
軒
建
大
泰

舜
識
ご
か
い
て
居
る
。
因
っ
て
考
．
ふ
る
に
漢
吏
の
黎
軒

は
（
諺
）
占
象
（
ω
）
窪
（
甑
膏
）
の
説
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
」
ご

　
　
　
　
（
七
）

い
っ
て
居
る
。
而
し
て
こ
の
説
は
遙
か
に
後
れ
て
頴
鰹
9

氏
も
亦
た
之
を
幽
し
、
氏
は
な
ほ
匿
Φ
×
霧
黛
㊤
の
『
9
μ
、

駐
窪
誘
及
び
甘
N
】
覧
。
蕊
。
の
有
名
で
あ
っ
て
、
そ
が
西
紀
こ

世
紀
の
初
に
於
て
漢
廷
に
貢
せ
ら
れ
た
ご
い
ふ
後
漢
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
）

紀
事
に
依
り
一
郭
こ
の
説
を
確
め
ん
こ
し
て
居
ち
る
～
。

し
か
も
白
鳥
博
士
が
》
H
。
鋸
琶
9
》
同
立
撃
豊
凶
9
の
種
々

に
轄
説
し
た
例
謹
か
ら
視
て
も
据
（
訂
）
の
ω
暑
を
全
く
失

っ
た
も
の
は
一
も
な
い
。
從
っ
て
h
跨
磐
（
α
）
ε
な
っ
て

居
る
實
例
は
な
い
の
e
あ
る
。
又
た
埃
及
の
甘
煮
歪
β

｝
9
屯
2
ω
Φ
が
後
世
は
兎
も
角
西
紀
前
二
世
紀
頃
し
か
く

有
名
で
あ
っ
た
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
も
此
等
は

な
ほ
枝
葉
の
問
題
で
あ
る
。
此
等
の
學
者
は
何
が
故
に
黎

軒
の
名
を
始
め
て
漢
人
の
間
に
傳
へ
た
張
蕎
の
所
傳
を
不

問
に
附
し
、
張
籍
の
妻
女
以
外
こ
の
國
に
罪
し
て
何
等
の

新
し
き
知
識
も
な
き
班
固
以
下
の
所
期
を
確
信
し
て
毫
も

　
　
　
　
　
　
　
第
一
麟
　
　
　
　
四
山
ハ
．
（
　
四
山
ハ
）

疑
ふ
ご
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
か
。
こ
れ
予
輩
の
怪
管
仁

堪
え
な
い
ご
こ
ろ
で
あ
る
。
張
撫
の
所
傳
は
さ
き
に
已
に

述
べ
た
如
く
そ
の
ま
、
史
記
の
大
里
傳
に
傳
へ
ら
れ
て
凪
　

る
。
さ
す
が
に
張
籍
の
親
し
く
見
聞
し
た
だ
け
あ
っ
て
、

そ
の
所
傳
に
は
殆
ざ
誤
謬
ビ
想
は
る
、
も
の
は
な
い
の
で

あ
る
。
而
し
て
大
宛
傳
に
は
さ
き
に
已
に
爆
げ
た
如
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
安
息
條
に
「
其
西
則
條
枝
、
北
有
電
難
船
軒
こ
ビ
い

っ
て
居
る
で
は
な
い
か
。
奄
察
は
震
騰
昏
の
い
へ
る
如
く

諺
。
邑
の
乱
雲
ご
視
て
不
都
合
は
な
い
や
う
で
、
當
時
裏
海

附
近
に
遊
牧
し
て
居
た
民
族
で
あ
る
。
単
層
が
安
息
の
北

に
在
っ
て
之
ご
併
薦
せ
ら
る
、
ご
す
る
ご
．
そ
れ
を
も
亦

裏
海
附
近
若
く
は
そ
れ
ご
甚
だ
縮
隔
ら
さ
る
地
方
に
求
む

る
の
が
至
心
で
あ
る
」
頴
ぎ
ご
し
て
も
乏
。
券
民
碁
ε

し
て
も
、
當
時
如
何
に
方
向
が
瞬
昧
で
あ
っ
た
ε
す
る
も

な
ほ
之
を
安
息
の
北
ご
は
い
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
た
や

安
息
の
北
に
黎
軒
ε
い
ふ
や
う
な
國
が
、
張
籍
第
一
次
西

使
の
退
時
な
か
っ
た
こ
せ
ば
、
之
を
そ
の
西
に
移
す
も
巳

■



む
を
得
な
い
だ
ち
う
。
壁
塗
は
多
分
、
か
、
る
國
が
な
い

と
信
じ
だ
か
ら
、
眩
人
を
以
て
之
ご
書
房
の
あ
る
條
支
ご

共
に
漠
然
烏
ざ
山
離
の
西
に
概
い
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か

も
そ
の
内
容
に
つ
い
て
何
等
加
ふ
る
と
こ
ろ
が
な
い
ど
こ

ろ
か
ら
親
る
ビ
、
吏
記
特
に
張
籍
の
所
傳
な
る
が
故
に
そ

の
名
を
基
げ
た
の
み
で
、
そ
の
所
在
に
遷
し
て
も
別
に
信

ず
る
ご
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
然
ら

ば
張
籍
の
傳
ふ
る
安
息
の
北
に
在
る
こ
い
ふ
黎
軒
は
何
國

若
く
ば
何
民
族
を
謂
つ
淀
の
で
あ
る
か
、
凝
固
の
良
直
に

し
て
し
か
も
之
を
烏
ざ
山
離
の
西
に
移
さ
や
る
を
得
な
か

っ
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
、
本
篇
の
目
的
は
こ
の
歴
史
上

の
千
古
の
懸
案
を
解
決
せ
ん
ビ
試
む
る
に
在
る
。

　
　
　
　
二
　
，
　
　
　
　
　
　
・

　
N
o
δ
四
ω
寅
数
の
経
典
く
器
養
（
遅
き
瞬
。
。
）
に
首
長
の
種

類
を
説
き

　
首
長
（
聾
環
）
は
何
何
か
。
家
の
そ
れ
（
ご
B
斜
誉
）
、
邑
の
そ
れ

　
（
註
。
・
ε
、
族
の
そ
れ
（
N
繊
年
毎
ρ
）
，
國
の
そ
れ
（
魯
プ
冒
諺
拶
）
、
及

　
　
　
第
十
三
総
　
研
究
　
黎
軒
定
大
秦

　
び
N
9
糞
ぎ
。
。
羅
の
閃
蓉
斜
の
外
の
ミ
こ
ろ
で
は
一
第
五
ぐ
」
し

　
て
N
鋤
§
瀬
野
9
（
で
あ
る
）
。
N
9
糞
冨
吻
｝
回
ぎ
の
閃
9
・
σ
q
峯
に

　
は
四
首
長
が
あ
る
。
そ
の
首
長
は
何
何
か
。
家
の
そ
れ
、
村
の

　
そ
れ
、
族
の
そ
れ
、
及
び
第
四
ε
し
て
N
p
茜
昏
島
ぼ
蜀
（
で
あ

　
る
）

　
　
　
　
　
（
九
）

ビ
い
っ
て
居
る
。
こ
の
扁
章
の
意
は
夘
p
・
讐
帥
以
外
の
地

方
に
撃
て
は
、
首
長
に
五
あ
り
、
政
務
上
の
國
君
の
外
に

精
鞍
上
の
首
長
ご
し
て
N
㌶
9
夢
戸
色
旨
9
の
代
表
た
る
高
僧

が
あ
る
が
閑
p
σ
q
露
で
は
精
帥
上
の
首
長
た
る
高
信
が
、

郎
ち
政
務
上
の
首
長
で
あ
る
が
故
に
首
長
は
四
あ
る
の
み

だ
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
影
飴
σ
q
富
は
N
。
δ
9
望

鐸
激
の
宗
激
的
國
家
で
あ
っ
て
、
政
敷
共
に
此
激
の
高

信
の
統
ぶ
る
こ
こ
ろ
だ
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
解
繹
は

こ
の
激
を
研
究
す
る
者
の
桶
般
に
承
認
せ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
予
輩
は
之
に
從
つ
た
ま
で
、
あ
る
。
な
ほ
く
窪
島
号
辞

（
お
δ
）
に

　
膏
土
の
第
十
二
の
最
善
な
る
も
の
ミ
し
て
渉
ゲ
霞
9
日
器
魯
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
競
　
　
　
四
七
　
（
　
四
七
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
黎
牌
亡
大
秦

　
る
予
は
、
一
二
種
類
－
こ
共
に
権
帥
σ
含
ゴ
倒
を
造
っ
た
・
…
一
…
，

こ
い
ひ
、
こ
れ
が
℃
替
『
口
語
の
く
。
民
達
巴
（
ご
H
9
で

は
、
、

　
’
予
、
跨
創
プ
饅
ヨ
欝
阜
で
あ
る
予
の
完
全
に
造
っ
た
庭
所
及
び
地

　
方
は
習
貧
q
b
禦
跨
碧
の
三
種
類
の
閑
9
・
障
で
あ
っ
た
…
…
…

ご
な
h
・
、
之
に
注
し
て
「
或
は
い
ふ
（
男
巴
（
）
は
菊
日
で
、

三
種
類
芝
は
儒
侶
・
武
士
』
農
夫
の
有
徳
に
し
て
そ
れ
に
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
叫
○
）

す
る
邑
で
あ
る
ご
」
ご
い
っ
て
居
る
。
さ
れ
ば
閃
巴
．
帥
ち

閃
①
σ
q
冨
に
は
信
侶
の
外
、
別
に
國
震
ご
い
ふ
も
の
が
な
い

ご
い
ふ
を
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
夘
9
σ
q
客
は
守
窪
磐
桝

く
9
島
α
巴
に
・
閃
鎗
と
注
せ
る
如
く
、
通
例
希
臓
羅
馬
の

古
典
に
見
ゆ
る
古
代
竃
巴
す
地
方
の
東
端
に
在
っ
た
有
名

な
る
濯
蜀
σ
q
3
空
影
鴨
。
。
こ
せ
ら
れ
、
そ
の
名
倉
は
後
に

男
9
劇
因
禽
ご
誰
し
、
こ
の
名
を
有
す
る
重
工
が
今
も
な
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
）

尉
ξ
雪
の
南
声
息
英
里
の
塵
に
在
る
ご
い
ふ
芝
で
あ
る
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
羅
影
σ
q
離
　
の
、
名
で
あ
る
ご
共
に
地
方
の

名
で
、
希
禽
舎
の
古
典
に
は
、
地
方
の
名
こ
し
ぐ
、
鳳
之
を

　
　
　
　
　
　
　
　
第
．
剛
號
　
　
　
四
人
　
（
四
聖
）

羅
旨
ぴ
q
凶
§
ρ
ど
い
っ
て
居
る
。
而
し
て
菊
茜
夢
（
空
峯
σ
q
3

に
關
し
て
N
・
罵
8
。
・
叶
亀
の
経
典
に
い
へ
る
ご
こ
ろ
の
も
の

を
、
歴
史
酌
事
實
の
上
か
ら
、
誰
明
せ
ん
ε
試
み
た
は
實

に
し
Q
覧
。
び
q
色
氏
が
始
で
あ
る
。
氏
は
先
づ
さ
き
に
畢
げ
た

く
簿
も
。
葛
栖
く
の
邑
二
巴
　
の
文
を
引
き
、
そ
の
内
容
か
ら
視
て

こ
の
澱
の
欝
侶
囹
讐
タ
奉
葛
を
一
個
の
團
結
せ
る
階
級
ご

考
ふ
る
を
至
當
ご
し
、
彼
等
は
寓
。
量
か
ら
外
に
延
び
、

一
個
月
主
僧
の
下
に
立
ち
、
そ
の
主
僧
は
図
9
ぴ
q
冨
に
於

て
軍
に
そ
の
遍
羅
を
有
し
た
の
み
な
ら
す
、
↑
兼
て
精
帥
上

の
冊
立
せ
る
霜
主
ε
し
て
統
治
し
て
居
だ
に
相
好
な
か
ら

う
と
説
き
、
進
ん
で
此
・
毅
の
経
典
以
外
に
、
か
》
る
験
態

を
謹
明
せ
る
も
の
ε
し
て
農
商
韓
の
所
傅
を
引
き
男
お
ぎ

に
近
き
城
砦
な
る
d
。
・
陣
§
磐
。
包
の
大
星
多
σ
q
ズ
客
”
ω
§
o
⑳
§
”

嵐
霧
よ
ー
ヨ
。
σ
Q
磐
）
　
の
回
教
兵
に
攻
黙
せ
ら
れ
、
そ
の
二
女

　
カ
リ
フ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
ム

が
藪
王
寓
9
ぴ
集
漏
島
地
9
の
後
宮
に
致
さ
れ
、
そ
の
一
女

は
敷
王
寓
磐
ω
鈎
の
母
ご
な
っ
た
こ
ご
を
説
き
、
更
に
之

を
助
《
る
所
傳
ど
し
て
》
鋤
§
圃
9
舜
錫
　
窓
斜
8
①
讐
≧
ω
の



導
9
σ
Q
一
に
怨
す
る
俗
事
を
畢
げ
、
そ
の
集
窟
が
言
Φ
島
騨
に

在
り
、
彼
等
は
そ
の
固
の
法
律
に
從
は
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
ご
い
へ
る
を
重
親
し
，
邸
ち
彼
等
は
一
般
法
律
の

範
圃
以
外
に
在
る
を
示
す
も
の
だ
ご
説
き
、
氏
は
更
に
こ

の
暴
露
政
治
の
更
に
古
き
筆
墨
を
》
童
舞
§
日
Φ
ω
の
國
に

求
め
、
そ
が
機
を
逸
せ
ざ
る
投
降
に
因
り
て
ω
Φ
δ
唐
月
朝

の
》
口
ま
。
ぎ
。
・
H
昌
の
攻
撃
を
免
れ
得
だ
る
を
説
き
、
な

ほ
け
。
ぞ
び
ご
ψ
の
所
傳
に
依
り
、
そ
の
國
が
乏
舞
p
民
巽
大

王
の
征
服
を
免
れ
た
る
を
述
べ
》
「
寅
ぴ
器
碧
Φ
ω
を
以
て
、

》
δ
碁
巳
巽
大
王
當
時
の
國
王
な
る
跨
ぎ
℃
魯
①
ω
の
子
孫

で
あ
っ
て
、
宗
激
的
統
治
権
を
繊
承
一
た
も
の
で
あ
ら
う

ご
断
じ
、
進
ん
で
　
似
欝
。
℃
緯
。
ω
　
の
意
義
を
繹
ね
へ
く
。
ヨ

犀
養
ぴ
Φ
。
・
。
募
鐸
。
、
の
意
義
を
有
す
る
海
鍵
。
冨
5
が

≦
。
。
重
重
の
子
の
名
と
し
て
傳
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
し
か

も
諺
窪
。
℃
暮
窃
は
古
く
、
は
帥
夢
鴨
α
℃
石
段
で
あ
っ
て
へ
ゆ
＄
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

。
謡
言
2
α
①
ω
句
2
①
議
、
の
義
で
あ
ら
う
ご
説
い
て
居
る
。

こ
の
説
は
ω
営
の
ぴ
q
色
の
如
膏
第
一
流
の
埠
碧
立
者
の
所
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説
で
あ
る
だ
け
に
相
討
に
繁
く
世
に
行
は
れ
、
今
な
ほ
之

に
從
ふ
も
の
も
あ
る
や
う
だ
が
、
し
か
も
こ
の
説
に
は

寓
鉾
ρ
琵
訴
氏
の
有
力
な
る
反
醤
が
あ
る
。
氏
は
鴫
野
”
2

及
び
く
窪
虫
α
巴
に
見
ゆ
る
「
N
裏
窓
げ
器
冨
の
園
餌
σ
q
訂
」
の

政
治
的
癒
索
書
關
係
を
》
霞
。
℃
㌶
Φ
器
國
の
創
建
者
の
名
欝

ご
結
合
し
、
こ
の
國
を
ヨ
§
。
α
q
一
の
法
王
國
の
一
種
ご
極
印

す
る
こ
ビ
を
以
て
、
實
に
。
。
も
闘
。
σ
q
皿
の
へ
＾
国
母
ま
呂
・
・
け

毒
σ
q
露
。
察
畠
巽
O
①
臼
罫
。
、
｝
　
で
あ
る
ご
評
し
、
鴫
ゆ
磐
3

＜
9
＆
畠
儀
な
ご
の
経
典
に
見
ゆ
る
政
治
的
証
會
的
關
係
は

吾
人
の
歴
史
的
血
潮
よ
り
は
遠
く
彼
方
に
在
る
Q
然
る
を

そ
を
遙
か
に
後
世
の
紀
録
に
連
結
し
、
以
て
一
種
の
歴
史

的
繊
綾
を
修
復
せ
ん
ε
す
る
の
非
な
る
を
説
き
、
，
次
に

馨
δ
膨
奮
は
ρ
昏
3
鷲
窮
ご
解
す
べ
き
で
な
く
弩
ら
鋒
騨

（
＜
0
5
P
　
国
ω
鐸
Φ
騰
　
び
O
切
O
甥
鉾
田
N
沖
）
ご
解
す
べ
き
で
み
る
を
尽
し
、

次
に
二
野
冨
≦
語
の
く
9
銭
臼
α
の
注
者
が
「
φ
け
⊆
轄
律
鋳
貯

の
閃
鋒
」
こ
い
へ
．
る
説
明
し
閃
鋳
は
園
拶
σ
q
冨
（
国
ε
）
に
相

違
な
き
も
、
し
か
も
注
者
が
之
を
》
豊
春
潮
路
碧
に
在
る

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
九
（
四
九
）
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岱
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ご
せ
る
は
囚
げ
○
・
。
門
並
目
が
そ
の
版
圖
を
四
分
せ
る
を
考
慮

の
中
に
置
き
中
直
夢
の
在
る
北
部
一
帯
を
一
望
ビ
認
め

そ
の
中
の
主
要
な
る
地
名
》
霧
冨
｛
磐
ぎ
で
之
を
表
は
し

た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
實
古
代
に
於
て
図
9
団

（
蜜
σ
q
冨
）
が
諺
轄
。
饗
斤
9
0
ご
政
治
的
に
何
等
の
黒
戸
な
き

の
み
，
な
ら
す
、
そ
は
》
嘗
。
℃
薄
魯
①
國
の
建
設
以
後
に
於

て
も
も
。
o
曹
9
飼
ω
朝
の
王
家
に
薦
し
、
尋
で
雰
簿
ぼ
袋
に
温

し
元
の
で
あ
る
ε
説
き
、
又
た
じ
三
等
暖
雨
q
の
累
錺
、

§
o
σ
q
磐
朝
に
於
て
図
ρ
σ
q
冨
に
於
け
る
N
母
簿
穿
ω
冨
の

宗
激
政
治
の
残
存
を
視
ん
ε
す
る
の
均
し
く
不
可
で
あ
っ

て
、
こ
の
朝
の
成
立
の
遙
か
に
後
世
に
在
る
こ
ご
を
論
謹

　
　
（
一
三
）

し
て
居
る
。
、
實
際
諺
ぎ
℃
○
け
Φ
器
は
奇
妙
な
る
國
家
で
、
或

は
○
。
℃
岡
①
σ
q
色
氏
の
い
へ
る
が
如
く
N
累
註
諺
ぎ
の
宗
激

的
國
家
で
あ
っ
た
も
知
れ
な
い
。
し
か
も
弓
。
ぞ
ぴ
募
・
ω
亨

§
○
な
ざ
の
こ
の
國
に
乾
す
る
所
動
に
は
、
そ
の
然
る
べ

き
を
謹
す
る
に
足
る
何
も
の
も
な
い
。
又
た
U
善
9
～
重
己

山
地
に
在
っ
た
¢
ω
ぎ
話
蚕
凱
城
砦
の
鼠
器
巳
。
σ
q
碧
帥
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
第
唖
號
　
　
　
五
〇
　
（
　
五
〇
）

大
昌
§
σ
q
凶
め
王
朝
は
後
世
の
も
の
で
之
を
　
「
N
錠
ρ
臼
戸
糞
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

の
男
p
び
q
雰
」
に
擬
す
る
こ
ご
は
固
よ
り
不
可
で
あ
る
。
し

か
も
竃
。
創
β
の
⇒
揖
σ
q
一
は
、
已
に
頃
①
δ
α
o
け
霧
の
傳
ふ
る

ビ
こ
ろ
で
寓
・
ユ
ド
の
五
種
族
の
一
ご
し
て
之
を
暴
げ
（
ご

H
o
H
）
そ
の
占
夢
の
事
を
記
し
（
ご
同
。
醤
∴
O
c
。
）
又
π
そ
が
祭

飛
に
預
る
こ
と
を
．
説
き
、
犠
牲
の
準
備
の
已
に
整
ふ
や
、

ヨ
＆
の
一
入
が
立
ち
て
帥
帥
の
起
源
に
黙
す
る
頚
を
歌

ふ
を
述
べ
、
又
た
凶
日
σ
q
凶
の
一
入
も
列
す
る
こ
ご
な
く
し

て
犠
牲
を
供
す
る
も
、
彼
等
波
斯
人
の
適
法
こ
し
な
い
こ

こ
ろ
で
あ
る
ご
傳
へ
（
ポ
H
ω
N
）
特
に
波
思
入
の
風
俗
を
説

き
人
屍
曝
露
の
事
に
及
び
「
予
は
確
實
を
以
て
竃
馬
σ
q
坤
が

そ
を
行
ふ
を
知
る
、
何
こ
な
れ
ば
彼
等
は
公
然
之
を
行
ふ

か
ら
で
あ
る
」
ご
い
ひ
、
叉
た

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
筈
p
臓
は
あ
ら
ゆ
る
他
の
人
、
特
に
埃
及
の
信
侶
ミ
頗
る
祁
異

　
な
る
。
後
者
は
犠
牲
に
供
す
る
も
の
・
外
、
生
を
有
す
る
伺
も

・
の
を
も
殺
さ
ぬ
こ
く
」
を
宗
教
の
寒
地
言
し
て
守
っ
て
居
る
が
、

　
筥
2
。
σ
二
一
は
入
及
び
犬
の
外
、
自
ら
手
を
下
し
て
あ
ら
ゆ
る
も
の



　
三
ぜ
殺
す
。
而
し
て
彼
等
は
蟻
・
蛇
及
び
そ
の
他
の
爬
鹸
及
び
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
類
を
殺
し
た
ミ
き
、
善
を
行
う
た
ミ
考
へ
て
居
る
。
而
し
て
こ

　
伽
郵
慨
ゆ
購
い
も
、
ち
が
影
野
お
い
栴
い
鮎
篭
か
い
争
つ
P
慶

　
か
。

ビ
い
っ
て
居
る
（
ご
其
。
）
さ
れ
ば
西
紀
前
部
世
紀
の
頃
に

於
て
も
蜜
即
σ
q
一
の
糞
窟
は
冨
。
島
㌶
で
、
而
し
て
他
の
波

斯
入
ざ
は
一
種
特
異
の
風
俗
習
慣
を
保
持
し
て
居
だ
も
の

ε
見
ゆ
る
。
瓢
興
。
山
○
貯
・
・
が
之
を
「
の
種
族
仲
触
岡
げ
。
ご
視

た
の
は
之
が
黒
め
で
あ
ら
う
。
而
し
て
ヨ
鋤
σ
q
陣
が
冨
。
融
P

を
集
窟
ε
し
、
』
種
特
異
の
風
俗
警
慣
を
保
持
し
て
、

遙
か
に
紀
元
後
第
四
世
紀
の
頃
に
及
ん
だ
｝
、
｝
ご
は
、

諺
【
ご
讐
入
髪
。
。
蜜
霧
8
蓉
影
・
。
所
傳
に
依
り
て
毫
も
疑
ふ
べ
き

こ
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
　
》
ヨ
B
昼
、

言
。
。
囁
竃
母
8
夢
去
ω
は
西
紀
第
四
紀
の
入
で
、
羅
馬
の
軍
に
・

從
ひ
て
男
親
ち
波
斯
に
入
り
、
穿
っ
て
東
方
の
事
情
に
は

精
蔑
し
て
居
た
に
相
違
な
く
、
そ
の
著
せ
る
羅
馬
史
（
西

紀
九
六
客
亀
蚕
の
帥
位
か
ら
、
同
三
七
轟
く
ρ
H
9
。
。
の
死
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迄
二
百
入
十
ご
年
の
撃
墜
を
含
む
）
は
臼
σ
σ
窪
も
之
を

総
還
せ
る
程
で
、
そ
の
寓
9
σ
q
一
に
醐
す
る
研
傳
の
如
き
、

充
分
に
信
用
す
る
に
足
る
儂
値
あ
る
も
の
で
あ
る
Q
さ
れ

ば
寓
9
σ
q
一
に
寓
φ
臼
ρ
地
方
に
於
て
、
》
o
冨
。
ヨ
。
瓦
畠
ρ

》
騰
終
。
置
器
を
蓮
じ
、
そ
の
主
椹
の
下
に
、
固
有
の
風
俗

脅
慣
を
保
持
し
、
他
の
人
民
ε
は
｝
種
別
様
の
も
の
ε
見

倣
さ
れ
て
居
た
こ
ε
だ
け
は
殆
ご
疑
ふ
の
厚
地
の
な
．
い
ご

こ
ろ
で
あ
る
。
た
や
そ
の
中
3
5
は
竃
巴
ぴ
の
何
慮
で
あ
っ

元
か
、
予
輩
の
知
る
限
り
に
於
て
、
西
方
の
古
典
に
は
こ

の
事
に
關
し
て
明
確
な
所
思
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も

磯
鎚
き
く
窪
無
圃
巴
特
に
出
替
す
謙
語
の
く
9
α
達
践
の
注

に
依
る
ご
．
そ
は
口
p
σ
q
冨
（
戸
訂
σ
q
ど
ら
し
く
、
た
と
へ

實
際
の
上
に
於
て
男
・
・
㈹
ぎ
（
男
声
σ
q
魑
）
で
な
い
ビ
す
る
も

そ
め
縄
典
を
信
奉
せ
る
諺
ρ
σ
q
一
は
そ
を
菊
9
σ
q
雰
（
三
下
篠
）

で
あ
る
ご
信
じ
て
居
左
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
Q
而
し
て

因
9
σ
q
ぎ
（
男
爵
9
σ
q
ε
な
る
城
市
若
ぐ
ぱ
地
方
は
団
碧
夢
げ
に

於
て
北
部
で
あ
る
。
か
く
て
、
予
輩
は
張
籍
所
傳
の
安
息

　
　
　
　
　
　
　
　
第
＝
號
　
　
　
五
一
　
（
　
五
一
）
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「
北
有
二
奄
藥
黎
軒
一
」
　
こ
い
へ
る
黎
軒
は
邸
ち
菊
⇒
び
q
峯

（
巴
影
ひ
q
騨
）
の
勤
音
で
あ
っ
て
、
そ
の
國
は
ヨ
ρ
σ
q
圃
の
宗
激

的
團
禮
を
謂
っ
た
に
外
あ
る
ま
い
ご
以
追
う
の
で
あ
る
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
張
番
は
身
親
ら
こ
の
國
に
到
っ
た
の
で
・

は
な
い
の
で
あ
る
Q
さ
れ
ば
寓
。
象
曽
地
方
に
於
て
、
周
團

の
民
族
ご
頗
る
そ
の
習
俗
を
異
に
せ
る
ヨ
p
笹
が
閃
9
讐
ρ

（
響
動
σ
q
許
）
を
中
3
5
ビ
し
、
若
く
ば
之
を
中
3
5
ご
零
し
て
居

り
、
張
籍
が
之
を
大
月
氏
若
く
ば
大
夏
に
於
て
傳
聞
し
た

こ
す
れ
ば
、
之
を
影
σ
q
冨
（
菊
冨
箪
ご
腐
す
る
國
ご
考

へ
π
こ
し
て
、
殆
ざ
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

寓
。
δ
山
○
嘗
。
。
e
が
導
餌
σ
q
｛
を
一
の
種
族
ご
考
へ
た
の
こ
、
さ

ま
で
の
差
異
ば
な
い
の
で
め
る
。
若
し
夫
れ
張
播
が
之
を

當
時
此
等
地
方
に
於
て
…
最
も
智
識
あ
り
ご
欝
せ
ら
る
、
、

ヨ
9
σ
q
｛
か
ら
聞
い
た
ε
せ
ぱ
、
猛
｛
そ
の
然
る
を
豊
ゆ
る
の

で
あ
る
。
而
し
て
口
p
σ
q
♂
（
口
訂
σ
q
箇
）
は
≧
垂
許
ω
欝
σ
o

は
皆
麺
σ
q
9
、
ご
か
い
て
居
る
が
6
0
ぴ
詫
に
は
口
餌
σ
q
の
ω
こ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

き
、
又
π
甘
9
昏
に
は
閃
お
睾
ε
か
い
て
居
る
。
う

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
五
二
（
五
二
）

ち
戸
隠
霧
は
そ
の
音
韻
に
於
て
、
最
も
番
葉
（
黎
軒
・
黎

鞄
）
に
相
近
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
い
ふ
ま
で
も
な
く
カ
p
σ
q
冨
（
包
婆
心
）
は
猫
立
し
た
國

家
で
は
な
い
。
そ
は
．
竃
錠
ρ
奏
詳
氏
の
い
へ
る
が
如
く
、

さ
き
に
ω
団
碁
の
G
Q
o
剛
2
8
。
・
家
に
属
し
、
後
に
ぎ
答
気
ρ

の
》
鴨
ω
巴
（
家
に
蒼
し
た
に
相
違
な
い
。
而
し
て
之
を
黎

軒
ご
視
る
ご
、
そ
の
痕
遊
は
史
記
の
大
宛
傳
に
も
現
は
れ

て
居
る
の
で
あ
る
。
部
ち
安
息
が
黎
軒
の
眩
人
を
漢
廷
に

…
離
し
π
こ
い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
黎
軒
が
安
息
の
統
治
の

下
に
な
く
、
若
く
は
そ
の
附
庸
も
な
ぐ
、
全
く
濁
聴
し
た
國

家
で
あ
っ
た
こ
し
た
ら
、
そ
の
眩
入
を
安
息
が
宮
廷
に
獣

し
た
ご
い
ふ
の
は
異
な
も
の
で
、
之
を
そ
の
所
造
若
く
は

附
庸
の
國
ε
し
た
ら
、
こ
の
事
は
最
も
穏
當
に
解
繹
せ
ら

る
、
の
で
あ
る
。
こ
れ
亦
た
黎
軒
が
閃
9
σ
q
冨
（
因
【
峯
纂
　
　
　
σ
）
で

あ
る
ご
い
ふ
予
輩
の
擬
定
の
秀
讃
こ
な
る
も
の
こ
い
ひ
得

や
う
。

　
か
く
閃
9
σ
q
ぎ
（
空
声
σ
Q
恥
）
は
も
ε
一
の
濁
噛
し
た
國
家



，

で
は
な
い
。
從
っ
て
張
籍
以
後
此
等
地
方
の
實
情
の
漸
く

漢
人
の
問
に
愚
な
る
に
及
ん
で
、
安
息
の
北
に
奄
藥
な
る

届
の
猫
聴
し
た
民
族
は
あ
る
が
閑
9
σ
q
冨
（
髭
寅
σ
q
ε
ご
い

ふ
唄
の
馬
立
し
た
國
家
の
な
い
こ
と
の
知
ら
れ
ざ
る
理
由

は
な
い
。
こ
れ
が
降
等
大
宛
傳
ご
漢
書
西
域
傳
こ
の
所
傳

の
相
違
を
署
す
に
至
つ
元
所
以
で
あ
っ
て
、
斑
固
は
そ
の

時
代
の
知
識
を
以
て
、
安
息
の
北
に
黎
軒
ご
い
ふ
が
如
き

濁
立
の
國
家
な
き
を
知
）
、
已
む
な
く
均
し
く
眩
人
の
多

い
條
支
ご
連
総
し
，
之
を
烏
ざ
山
鹿
の
西
に
移
し
た
も
の

ご
見
ゆ
る
。
か
く
親
る
ビ
史
記
大
宛
傳
に
見
ゆ
る
張
籍
の

所
業
に
も
欝
ら
理
由
が
あ
う
、
堅
固
が
そ
の
所
傳
に
從
は

な
か
つ
淀
の
に
も
亦
た
肖
ら
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
た
い
予
輩
が
黎
軒
（
黎
軒
・
黎
腱
）
を
丙
伊
σ
q
財
ρ
（
写
勉
σ
q
3

に
擬
す
る
の
は
軍
に
上
に
述
べ
た
如
き
理
由
の
み
の
で
は

な
い
。
善
岐
人
（
眩
人
）
に
醤
す
る
予
輩
の
見
解
も
、
亦
た

大
に
予
輩
の
こ
の
押
堀
を
旨
く
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る

次
に
之
を
略
説
し
よ
う
。

　
　
　
第
十
三
巻
　
研
究
　
黎
軒
走
大
秦

　
　
　
　
差

前
に
巳
に
墨
げ
た
如
く
、
総
記
大
胆
傳
に
依
る
ご
、
條

枝
頭
は
「
善
眩
」
だ
ビ
い
ひ
、
叉
た
貫
長
の
時
、
安
息
か
ら

大
鳥
卵
ご
共
に
黎
軒
の
「
善
意
人
」
を
い
っ
て
居
る
。
而
し

て
當
時
に
在
っ
て
、
こ
れ
は
非
常
に
珍
ら
し
か
っ
た
も
の

と
見
え
、
外
國
の
客
を
饗
す
る
に
も
「
其
善
眩
之
工
」
を
以

て
し
た
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
こ
の
「
画
調
」
に
つ
き
魏
略

に
は
之
を
大
秦
條
に
繋
げ
、

　
俗
邪
意
幻
ハ
ロ
中
出
ゼ
火
、
自
縛
自
解
、
跳
雌
十
二
丸
一
巧
妙
（
・
非

（
エ
ハ
）

　
常
）

ご
い
ひ
、
後
漢
書
南
墾
酋
南
夷
列
傳
に
、
安
帝
永
寧
元
年

に
揮
國
甲
案
由
（
調
）
が
使
者
を
遣
は
し
、
樂
及
び
夢
人
を

…
適
し
だ
こ
ご
を
載
せ
、

　
幻
入
能
瀬
化
、
吐
レ
火
、
親
仁
解
、
易
轟
牛
馬
頭
門
違
善
跳
レ
丸
、
撒

　
乃
至
レ
千

こ
い
ひ
，
且
つ
「
異
言
、
野
盗
西
入
、
海
難
師
大
秦
也
、

揮
國
西
南
麺
天
拳
」
こ
い
っ
て
居
る
。
又
た
顔
師
古
は
漢

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
三
　
（
　
五
三
）



　
　
　
第
十
三
巷
　

研
究
　
黎
軒
定
大
秦

書
張
籍
傳
の
黎
軒
手
入
（
史
記
大
宛
傳
の
黎
軒
善
事
人
）
に

注
し
て

　
眩
與
幻
同
、
師
勝
名
刀
・
吐
レ
火
・
種
レ
瓜
・
種
“
樹
・
屠
“
人
・
甘
い
馬
之

　
術
・
皆
是
也
、
本
從
西
域
來
“

ご
い
っ
て
居
る
。
近
時
に
至
り
霞
凶
暴
び
氏
は
此
等
の
眩
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
）

師
ち
幻
入
を
甘
σ
q
σ
Q
ζ
ω
ご
謬
し
、
學
者
概
ね
之
に
從
ひ
、

団
。
田
9
氏
の
如
き
、
さ
き
に
已
に
い
っ
た
如
く
之
を
以
て

黎
軒
の
》
δ
釜
巳
膏
た
る
一
謹
ご
さ
へ
し
て
居
る
。
後
漢

時
代
に
始
め
て
漢
入
に
知
ら
れ
た
所
謂
大
秦
が
、
埃
及
若

く
ば
埃
及
を
含
め
る
羅
馬
東
方
の
屡
領
な
る
こ
ご
は
、
殆

ご
異
論
の
な
い
こ
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
し
か
も
憂
事
西
使
時

代
師
ち
西
紀
前
二
世
紀
の
後
掌
の
黎
軒
は
張
塞
…
の
覆
命
に

依
る
ご
、
安
息
の
北
に
在
る
ビ
い
ひ
予
輩
は
之
を
ヨ
ρ
0
9
｛

の
本
志
、
若
く
ば
そ
の
本
糠
ご
熟
す
る
図
お
冨
（
包
麺
α
q
3

に
擬
定
せ
ん
ご
す
る
は
、
上
に
説
い
た
通
り
で
あ
る
。
從

っ
て
予
輩
は
史
記
の
所
謂
善
二
人
、
漢
書
の
所
謂
舟
入
、

魏
略
・
後
漢
書
の
癩
人
を
三
尉
σ
q
削
若
く
ば
そ
の
術
を
學
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
四
（
五
四
）

も
の
こ
解
せ
ん
こ
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
黎
漸
く
三

軒
・
黎
鞍
）
に
眩
人
即
ち
幻
人
が
あ
り
、
肢
入
帥
ち
落
人
が

H
碁
触
若
く
ば
そ
の
術
を
學
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
い
ふ
こ

ご
は
、
黎
軒
（
黎
斯
・
黎
鍵
）
が
郎
ち
口
p
σ
q
冨
（
空
押
壌
）
で

あ
る
ご
い
ふ
一
昔
ご
な
る
の
で
あ
る
。
さ
て
後
漢
の
張
衡

の
西
京
賦
に

　
奇
幻
単
坐
、
易
華
分
形
、
呑
刀
吐
口
、
雲
霧
杏
冥

ご
見
え
、
李
善
は
西
京
雑
記
に
見
ゆ
る
東
海
黄
公
の
立
ざ

こ
ろ
に
雲
霧
を
興
す
を
引
き
、
「
雲
霧
杏
冥
」
を
解
し
て
居

る
が
、
呑
重
鎖
火
は
西
方
傳
來
の
も
の
に
相
違
あ
る
ま
い

叉
た
晋
書
（
懇
九
四
）
夏
統
傳
に

　
其
愚
父
敬
寧
詞
先
人
↓
着
着
論
理
丹
・
陳
珠
二
人
ハ
誰
養
國

　
色
↓
蕪
服
甚
麗
、
善
歌
擁
、
叉
能
隠
皿
形
懸
レ
影
、
甲
夜
謡
初
、
撞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
レ
鐘
繋
〆
鼓
、
閥
以
　
懸
竹
↓
丹
珠
乃
抜
レ
刀
破
“
舌
、
呑
レ
刀
吐
レ
火
雲
霧

　
ヘ
　
へ

　
杏
冥
、
流
光
電
獲
…
…
・
－

こ
い
っ
て
居
る
が
、
こ
の
文
は
夏
雲
御
別
無
か
ら
採
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
、
に
「
呑
レ
刀
吐
レ
火
、
雲
霧
杏
冥
」
こ
い
つ



て
居
る
の
は
西
京
賦
ビ
同
一
、
で
、
均
し
ぐ
西
方
傳
來
の
も

の
で
あ
ら
う
ご
想
は
る
、
が
、
し
か
も
之
を
行
う
た
も
の

は
巫
覗
の
類
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
又
た
唐
の
滋
宣
の

法
定
珠
林
（
憲
六
一
）
に
之
ご
相
似
た
こ
ざ
を
載
せ
、
、

　
晋
永
嘉
中
、
有
二
天
竺
胡
人
嚇
譲
渡
「
江
南
嶋
其
人
有
諾
幻
術
ハ
能
断

　
舌
・
舞
筋
・
吐
灰
、
所
在
人
士
、
．
聚
共
観
試
、
其
將
レ
断
舌
、
先

　
吐
以
示
訴
賓
客
↓
然
後
刀
裁
、
血
流
覆
“
地
、
乃
取
置
瓢
器
中
繭
傳
以

　
示
レ
人
、
覗
レ
之
、
舌
頭
歯
固
猫
在
、
既
婚
還
取
合
綾
レ
之
、
有
レ
頃
、

　
坐
謝
罪
レ
人
、
舌
則
如
レ
故
、
不
レ
知
晶
其
實
噺
ワ
不
也

ε
い
ひ
、
な
ほ
絹
布
を
取
り
、
入
を
し
て
各
々
一
頭
を
取
・

ら
し
め
、
之
を
勢
結
し
、
爾
段
を
取
り
合
し
て
之
を
観
せ

ば
、
ま
π
連
齢
し
て
故
の
如
く
一
禮
ご
な
り
、
叉
た
書
紙

及
び
縄
縷
の
薦
を
取
り
て
火
中
に
投
じ
、
そ
の
焼
燃
了
盤

の
後
、
乃
ち
次
中
か
ら
之
を
墨
ぐ
れ
ば
、
さ
き
の
物
で
あ

る
な
ご
の
術
を
行
う
た
こ
ご
を
傳
へ
て
居
る
。
予
輩
は
道

宣
が
之
を
悪
書
か
ら
採
つ
旋
か
を
知
ら
な
い
が
、
太
李
贋

記
に
も
法
定
珠
林
か
ら
之
を
引
い
て
居
る
こ
こ
ろ
か
ら
親

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
黎
軒
亡
大
秦

れ
ば
、
宋
初
已
に
そ
の
原
典
は
失
は
れ
て
居
た
も
の
ど
見

ゆ
る
、
し
か
も
架
空
の
事
ご
も
想
へ
な
い
か
ら
、
平
時
な

ほ
か
、
る
晋
時
の
御
児
が
あ
っ
淀
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
所

簿
及
び
さ
き
に
瞬
げ
た
夏
仲
御
別
事
に
傳
ふ
る
ε
こ
ろ
な

ざ
か
ら
推
す
ε
、
後
漢
安
慰
永
寧
元
年
に
揮
國
使
者
ご
共

に
來
た
ご
い
ふ
幻
人
も
殆
ご
同
類
の
も
の
ら
し
い
、
、
而
し

て
此
等
は
印
度
若
く
は
そ
の
附
近
か
ら
來
た
酔
人
で
あ
る

が
、
又
は
西
牝
地
方
か
ら
來
た
墨
入
も
あ
っ
た
の
で
あ
る

帥
ち
法
苑
珠
林
（
懇
六
一
）
に
漁
期
の
十
六
國
春
秋
北
凍
録

を
引
き

　
元
始
＋
四
年
七
月
、
西
域
貢
㎜
呑
レ
刀
囎
ゾ
火
秘
幻
滅
侠

ご
い
っ
て
居
る
。
（
囎
は
殆
ざ
噴
の
講
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は

固
ま
り
大
秦
か
ら
で
は
な
い
や
う
で
、
北
端
書
西
域
傳
三

悪
條
に
も

　
蓑
君
九
年
、
遭
レ
使
朝
獣
、
重
塗
幻
入
↓
灘
∵
能
劇
】
λ
喉
豚
嶋
令

　
レ
断
進
入
頭
↓
全
玉
膚
暗
皆
血
書
、
或
撒
童
女
盈
レ
斗
、
以
呂
草

　
藥
一
段
一
々
口
中
崎
令
“
囎
一
…
咽
之
↓
馬
面
．
血
止
、
養
レ
瘡
一
月
復
レ
常

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
五
　
（
　
五
五
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
黎
鞭
亡
大
秦

　
又
無
”
　
痕
簸
ハ
世
組
面
一
…
其
虚
十
七
取
一
…
死
罪
囚
一
試
レ
之
、
皆
験
、
云

　
中
國
諸
名
山
、
万
有
庇
髪
↓
乃
使
｝
λ
攣
…
其
術
一
如
厚
㎜
遇
之
↓
叉

　
昔
R
其
國
聖
天
術
者
一
翼
贈
來
砂
防
、
術
入
能
作
μ
霧
雨
・
狂
風
・

　
及
行
濠
繭
蠕
蠕
凍
死
漂
亡
者
・
十
二
三

ビ
い
っ
て
居
る
の
で
想
像
す
る
こ
ε
が
出
行
や
う
。
二
、

に
は
「
呑
筆
談
火
」
ピ
い
ふ
こ
ご
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
は

一
履
図
解
の
幻
術
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
幻
入
を
貢
し
、
及

び
大
術
者
が
あ
る
こ
い
ふ
挽
般
は
或
は
之
を
西
史
の
》
く
程

だ
ら
う
な
ご
い
ふ
二
者
も
あ
る
が
、
し
か
も
そ
の
所
在
は

極
め
て
暖
昧
で
、
北
血
書
に
は
實
に

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
挽
般
島
国
｝
鳥
孫
西
北
∵
：
…
…
其
先
匂
奴
北
輩
予
之
部
落
也
．

　
璽
漢
車
騎
將
軍
資
乾
乳
逐
、
北
箪
干
度
呂
金
微
璽
西
走
二
三
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ゐ
　
へ

　
其
厩
弱
不
レ
能
“
卜
者
、
住
一
…
蝿
藪
北
嚇
地
方
撒
千
里
、
衆
可
一
一
二
十

　
鯨
萬
納
獄
州
入
猫
謂
に
之
軍
三
王
哨
其
風
俗
言
語
一
二
阿
車
｝
隅
、

　
而
其
入
溝
一
潔
於
胡
萌
弓
勢
髪
齊
レ
眉
、
以
一
醍
醐
一
巡
レ
之
、
呈
量
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
セ
　
ぬ
　
　
ヘ
　
へ

　
光
澤
、
日
三
門
激
、
然
後
飲
食
、
其
南
領
有
｝
天
山
嚇
山
傍
石
皆

　
礁
鋳
、
流
地
数
薫
蒸
、
乃
凝
堅
、
入
取
爲
一
州
、
蔀
石
流
黄
也

ざ
い
ひ
、
所
謂
悦
般
ご
い
ふ
國
が
、
烏
孫
の
西
北
に
在
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
　
　
五
山
ハ
　
（
　
五
山
ハ
）
、

の
や
ら
、
魑
弦
の
北
に
在
る
の
や
ら
不
明
で
「
烏
孫
の
西

北
」
と
「
鶉
蕪
の
北
」
ご
を
同
着
す
る
こ
ご
の
出
來
な
い
こ

ご
は
い
ふ
潅
も
な
い
。
し
か
も
「
単
寧
界
有
大
山
山
傍
石

皆
焦
錯
云
々
し
ご
い
へ
る
大
山
（
火
山
の
講
か
）
、
は
殆
ご
維

叢
の
北
に
在
る
下
山
を
謂
へ
る
に
相
違
な
く
即
ち
階
西
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
）

圖
に
「
自
山
一
三
一
阿
孤
山
に
ビ
い
ひ
、
韻
書
西
域
傳
亀
荘

條
に
「
北
碕
昌
阿
寒
田
山
一
環
名
二
白
山
こ
ご
い
へ
る
そ
れ
で
、

階
西
域
圖
に
も
「
常
有
臥
煙
及
煙
嚇
帥
溜
出
禰
沙
乏
施
」
ご

い
ひ
、
唐
書
に
も
「
常
有
レ
火
」
こ
い
っ
て
居
る
。
さ
れ
ば

悦
般
國
の
所
在
は
亀
蕪
の
北
で
、
鵬
蕪
ご
は
自
山
を
隔
て

、
界
相
接
し
、
そ
の
人
民
は
突
端
種
に
徳
論
あ
る
ま
い
。

し
か
る
に
北
羽
書
に
は
何
が
赦
に
叉
た
そ
の
國
を
「
在
烏

孫
西
北
」
な
ご
い
っ
た
の
で
あ
ら
う
Q
予
輩
は
こ
の
國
か

ら
來
た
使
者
の
本
宮
が
、
こ
の
國
よ
り
更
に
西
方
に
在
っ

た
か
ら
、
か
～
る
錯
誤
を
生
じ
た
の
で
あ
ら
う
ご
想
ふ
。

而
し
て
「
脚
達
汐
髪
齊
レ
眉
、
以
［
醜
都
府
塗
ド
之
、
臼
旧
記
然
光
澤

旦
ご
繰
漱
、
三
飯
飲
食
」
ぜ
い
へ
る
も
、
使
者
こ
し
て
來



た
略
の
、
風
俗
で
、
そ
は
殆
ん
ざ
縮
藏
の
北
に
王
廷
を
有

し
た
突
蕨
人
中
の
ヨ
簿
σ
q
開
で
は
な
い
か
ご
思
は
れ
、
悦
般

ご
い
ふ
名
欝
も
波
斯
学
で
僑
侶
の
嚢
を
有
す
る
｝
魯
弩
く
3

》
さ
重
く
§
の
習
課
で
な
い
か
ご
想
は
る
、
の
で
あ
る
。
而

し
て
中
圃
名
山
皆
な
鋸
草
あ
り
ご
い
へ
る
所
謂
草
藥
は
殆

ん
ざ
彼
等
が
榊
秘
の
カ
を
有
す
る
ご
信
ず
る
団
8
ヨ
只
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
）

韓
人
の
し
り
。
ヨ
ρ
）
で
な
い
か
と
想
は
る
、
の
で
あ
る
。
こ
い

ふ
の
は
時
は
や
、
遷
る
、
が
、
唐
初
伊
州
（
三
密
）
か
ら
來

朝
し
た
蕨
圭
の
行
へ
る
ご
こ
ろ
は
、
運
般
の
使
者
の
行
う

た
こ
ご
ろ
ご
極
め
て
棺
似
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
郎
ち
近

年
Q
Q
賦
ρ
氏
に
よ
り
て
書
案
千
要
領
か
ら
持
ち
還
ら
れ
た

地
理
書
の
断
片
に
伊
州
柔
遠
縣
の
聖
廟
を
説
き

　
妖
廟
中
有
墨
書
形
像
凹
無
F
撒
、
有
三
主
程
葉
陀
者
中
高
勘
未
レ
破

　
以
前
、
葉
随
困
…
入
朝
一
至
瓢
示
師
ハ
翻
下
帯
紳
↓
因
以
謡
利
刀
一
画

　
腹
左
右
蓮
過
、
出
嚢
外
制
裁
棄
其
鯨
ハ
以
髪
油
翼
本
納
手

　
三
二
欝
欝
嚇
高
下
絞
轄
、
説
國
家
所
レ
暴
、
業
事
皆
順
天
心
ハ
脚

　
盤
助
、
無
レ
戯
号
験
↓
紳
前
之
後
、
優
朴
而
倒
、
氣
息
女
、
廓
卒

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
黎
騨
ビ
大
泰

　
復
如
レ
菖
、
有
司
湊
聞
、
制
授
吊
游
雛
将
軍

こ
い
っ
て
葬
る
。
而
し
て
之
ご
長
窪
の
こ
ご
が
、
唐
の
張

手
の
朝
野
食
載
に
も
見
え
て
居
る
。
部
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
唐
河
南
府
立
下
灘
、
及
南
市
西
坊
、
皆
有
胡
妖
順
順
侮
歳
商

　
座
所
福
、
烹
猪
殺
羊
、
琵
琶
鼓
笛
酪
歌
論
舞
醇
憩
之
後
、
募

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
心
爲
妖
圭
、
肴
者
施
銭
、
並
與
之
、
其
妖
主
取
一
横
刀
、
利
同

　
霜
雪
、
吹
γ
毛
不
レ
過
、
以
刀
刺
腹
、
刀
出
於
背
、
勿
蹴
擾
腸
肚
流

　
血
、
食
頃
、
噴
水
呪
之
、
李
復
置
紋
、
御
蓋
西
城
之
幻
法
也

　
　
　
　
　
（
「
＝
）

こ
い
つ
て
居
る
。
こ
、
に
に
妖
冶
は
明
に
蕨
の
認
で
あ
る

而
し
て
此
等
の
例
に
依
れ
ば
、
幻
術
を
行
ふ
は
今
宮
に
於

け
る
常
例
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
な
ほ
朝
野
金
野
に
は

泌
石
州
に
於
け
る
蔽
∵
王
の
事
を
｝
傳
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
唐
詩
州
妖
神
祠
、
至
一
新
藤
野
嚇
妖
主
以
一
利
鐵
嚇
餐
叡
上
一
釘

　
レ
之
、
直
群
口
腋
下
一
払
出
レ
門
、
身
輕
若
“
飛
…
、
須
計
数
百
里
、
至
昌
西

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
妖
建
前
日
舞
二
曲
、
師
却
至
奮
妖
暫
蔵
並
レ
釘
、
扁
無
レ
所
レ
損
、

　
見
飽
掛
日
、
弥
富
如
レ
初
、
莫
レ
知
鴫
其
所
四
二
然
｝
也

　
　
　
　
・
（
二
二
）

こ
い
っ
て
居
る
。
こ
、
に
も
妖
字
は
明
に
転
の
講
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
七
　
（
　
五
七
）



　
　
　
第
十
慧
巷
　
　
研
　
究
　
　
三
脚
ぐ
」
大
秦

が
所
濤
の
日
に
は
、
毎
に
か
、
る
幻
術
を
行
ふ
だ
も
の
こ

見
ゆ
る
Q
予
輩
は
北
黒
雲
來
支
那
に
入
っ
た
所
謂
献
毅
は

濁
逸
土
耳
番
探
瞼
に
よ
り
て
得
た
る
遣
物
な
ざ
か
ら
推
し

て
、
殆
ん
ざ
摩
尼
駿
で
は
な
い
か
ε
想
ふ
の
で
あ
る
が
、

そ
が
π
ε
へ
摩
尼
駿
で
あ
っ
た
こ
し
て
も
、
そ
の
根
幹
を

な
す
も
の
は
竃
即
σ
q
一
の
古
激
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
か
、
る

幻
術
は
古
來
竃
”
σ
q
剛
の
慣
行
し
た
ご
こ
ろ
に
相
違
な
く
、

從
っ
て
予
輩
は
史
記
漢
書
に
見
ゆ
る
所
の
堂
島
（
黎
斯
）
の

善
眩
入
若
く
ば
肢
人
は
旨
蝉
σ
Q
｛
若
く
ば
客
ρ
ぴ
q
一
の
術
を
學

ん
だ
も
の
ご
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
ε
以
爲
ふ
の
で
あ
る
。

特
に
史
記
大
豊
傳
に
條
枝
國
を
説
い
て
「
配
管
眩
」
こ
い
っ

て
居
る
。
竃
勲
σ
q
一
の
本
標
は
さ
き
に
も
い
っ
た
如
く
鎧
9
冨

に
在
っ
た
の
で
あ
る
が
、
N
O
δ
9
ω
什
無
激
を
保
護
し
、
そ

の
宣
傳
に
凄
み
た
の
は
》
9
器
露
。
［
詮
器
朝
で
あ
っ
て
、

こ
の
朝
の
根
本
は
娼
。
邑
ω
（
男
幾
。
。
）
で
あ
る
Q
而
し
て
安
息

朝
に
至
ケ
て
も
、
こ
の
地
方
は
殆
ん
ご
化
外
に
澄
か
れ
、

た
や
強
健
す
る
の
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
ご
は
憩
舜
ぴ
○
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
雛
　
　
　
五
入
　
（
　
五
入
）

所
傳
に
依
り
て
略
ぼ
疑
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
予
輩

は
僚
枝
（
條
支
）
を
以
て
こ
の
地
方
の
海
口
月
簿
。
寓
（
亜
刺

伯
入
の
瞬
、
建
駐
の
醤
昔
で
、
そ
の
國
は
即
ち
頴
盗
・
。
一
帯

の
地
方
を
指
す
ざ
信
ず
る
も
の
で
、
自
鳥
博
士
の
反
甥
あ

る
も
、
今
な
ほ
こ
の
所
信
に
毫
も
動
揺
を
戚
じ
な
い
の
で

　
（
二
三
）

あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
安
息
朝
の
王
家
は
純
然
た
る

揮
窪
系
で
は
な
く
、
從
っ
て
目
韓
β
人
の
國
民
的
野
激
た

る
N
o
δ
竜
骨
教
に
還
し
て
は
、
之
を
受
け
容
れ
は
し
て

居
た
が
、
し
か
も
藤
壷
に
之
を
奨
働
す
る
こ
ε
は
、
し
な

か
っ
た
の
㍗
あ
る
。
あ
る
史
家
の
如
き
、
こ
の
事
を
以
て

こ
の
朝
滅
亡
の
原
因
の
一
に
数
ふ
る
程
で
あ
る
Q
從
っ

て
當
時
に
於
て
、
こ
の
敏
の
最
も
盛
で
あ
っ
た
の
は
唐
ら

蜀
①
鼠
。
。
地
方
で
あ
っ
て
し
α
帥
舜
σ
o
．
の
地
理
書
の
如
き
ヨ
お
凶

に
つ
き
て
は
專
ら
℃
巽
ω
霧
條
下
に
之
を
述
べ
て
居
る
。

か
く
て
大
受
傳
に
條
枝
を
説
い
て
「
國
善
眩
」
こ
い
っ
た
所

以
も
、
豊
郷
を
ヨ
p
・
σ
q
｛
ご
煙
る
ビ
や
極
め
て
穏
當
に
解
騨

せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
傳
に
條
枝
に
つ
き
て



［、

?
善
眩
」
芝
い
ひ
な
が
ら
、
使
を
遣
し
て
漢
に
獄
じ
た
善

眩
人
即
ち
食
人
が
黎
軒
（
黎
斯
）
の
そ
れ
で
あ
っ
た
の
は
、

さ
き
仁
已
に
い
っ
た
如
一
、
黎
軒
（
陰
干
）
即
ち
蜜
σ
・
冨

（
討
舜
ぴ
q
勲
）
が
そ
の
統
制
の
下
に
あ
っ
た
事
情
な
ざ
に
因
っ

た
に
相
違
な
か
ら
う
。

　
な
ほ
後
漢
書
及
び
法
苑
珠
林
に
依
る
ご
、
後
漢
及
び
晋

・
時
に
支
那
に
來
つ
た
幻
入
は
印
度
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の

幻
人
を
竃
鋤
σ
q
一
若
く
は
寓
麟
σ
q
闘
の
幻
術
を
學
ん
だ
も
の
ビ

す
る
ε
容
易
に
解
繹
し
得
ら
る
、
の
で
あ
る
。
N
。
δ
裟
。
「

駿
の
本
土
中
に
は
印
度
の
西
北
地
方
一
帯
が
含
ま
れ
て
居

る
の
で
あ
る
Q
の
み
な
ら
す
、
こ
の
藪
の
行
は
れ
だ
痕
遊

は
Q
§
σ
q
9
流
域
に
も
見
面
す
こ
ご
が
出
歯
る
の
で
あ
る

た
ε
へ
揮
國
使
臣
の
俘
ひ
來
つ
た
幻
夢
が
、
「
我
海
西
人
、

隷
属
黄
菊
秦
也
」
ご
い
っ
た
か
ら
ご
て
、
そ
の
所
謂
「
大

黒
」
が
必
ず
し
為
埃
及
若
く
は
羅
馬
東
方
の
薦
領
ご
解
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
い
ふ
理
歯
は
な
い
。
そ
は
大
秦
の

意
義
を
説
明
す
れ
ば
、
濤
ら
明
に
な
ら
う
ε
想
ふ
が
、
特

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
黎
軒
電
大
泰

に
晋
永
簾
中
の
寝
入
は
「
天
竺
胡
入
」
こ
い
ひ
、
そ
が
印
度

か
ら
來
た
こ
ご
賂
ぽ
疑
な
く
、
而
し
て
軍
に
之
を
「
胡
人
」

こ
い
ひ
で
台
覧
ど
い
は
ざ
る
、
そ
を
必
ず
し
も
僧
ご
親
る

必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
四

　
最
後
に
予
輩
は
大
秦
ご
い
ふ
名
欝
に
つ
き
て
一
言
を
費

の
必
要
が
あ
る
。
魏
略
に
は
な
ほ

　
其
俗
、
霊
長
大
蒲
正
、
講
中
國
入
一
一
胡
緑
玉
云
、
本
中
國
一

　
別
家

こ
い
ふ
の
み
で
、
「
難
中
國
人
」
か
ら
大
秦
ご
い
ふ
國
名
が

填
た
ご
ま
で
は
い
っ
て
居
な
い
が
、
後
漢
書
に
な
る
ご

　
其
人
民
皆
長
大
李
正
、
．
有
レ
類
醇
中
許
嚇
故
謂
之
大
秦
開

ご
い
っ
て
居
る
。
而
し
て
尊
者
概
ね
こ
の
説
に
從
っ
て
居

る
や
う
だ
が
、
古
代
の
支
那
人
が
外
國
の
正
嘉
を
傳
ふ
る

に
は
、
そ
の
雷
名
を
音
諜
す
る
の
が
通
例
で
、
そ
の
國
の

性
質
を
表
は
す
や
う
な
意
義
あ
る
文
字
を
以
て
そ
の
名
裕

こ
す
る
こ
ご
は
殆
ざ
な
い
こ
い
っ
て
よ
い
程
で
あ
る
。
況

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
九
　
（
　
五
九
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
．
究
　
　
黎
軒
定
大
秦

ん
や
磁
化
の
中
心
を
以
て
慮
ら
誇
る
支
那
人
が
秦
に
茄
ふ

る
大
を
以
て
す
る
が
如
き
、
到
底
あ
り
得
な
い
こ
ご
で
あ

る
。
大
壷
こ
い
ひ
大
回
こ
い
ひ
、
そ
の
大
が
大
小
の
意
義

を
有
す
る
も
の
で
な
い
こ
ε
は
一
般
に
認
む
る
ビ
こ
ろ
で

あ
る
。
淀
・
い
大
月
氏
の
大
は
大
小
の
意
義
を
有
す
る
大
で

あ
る
が
、
し
か
も
そ
は
小
月
氏
に
翻
す
る
大
で
あ
っ
て
、

大
秦
の
如
く
支
那
に
蓋
し
て
他
國
を
大
こ
い
っ
た
ご
い
ふ

の
ご
は
趣
が
異
な
る
。
之
を
要
す
る
に
大
秦
も
大
宛
・
立

夏
な
ざ
の
如
く
、
或
る
外
國
の
笹
下
に
癒
す
る
暑
鐸
ご
視

る
べ
く
、
予
輩
は
こ
れ
が
古
代
波
斯
語
の

　
薮
。
。
ぽ
9
卜
α
㎞
●
（
h
o
鐸
。
b
画
）

に
關
係
が
あ
ら
う
ご
考
ゆ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
語
に
は

．
溝
9
♂
緒
簿
○
箋
の
義
が
あ
る
と
共
に
．
≦
．
・
・
。
鐙
憶
ご
い

ふ
義
も
あ
り
、
中
世
波
．
斯
語
及
び
娼
ρ
三
ρ
＜
偶
語
で
は
審
ω
ヨ

　
　
　
　
（
二
四
）

ご
な
っ
て
居
る
。
而
し
て
こ
の
語
ε
大
秦
ご
は
音
韻
に
於

て
緊
合
す
る
の
み
な
ら
す
、
魏
略
に
こ
の
國
を
「
在
鵠
安
息

條
支
之
酉
、
大
海
之
西
一
」
こ
い
ひ
「
算
出
在
　
海
西
嚇
故
俗

　
　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
　
　
六
〇
　
（
六
〇
）

謂
昌
之
海
酉
し
こ
い
ひ
、
後
漢
書
に
「
以
レ
在
湖
海
西
h
亦
云
＝
海

｝
幽
國
こ
ご
い
へ
る
實
際
に
も
A
n
ふ
の
で
あ
る
。
二
女
息
國
は

前
漢
の
時
に
は
武
帝
の
時
に
一
た
び
使
者
の
交
通
が
あ
っ

た
の
み
で
、
漢
書
に
傳
ふ
る
ご
こ
ろ
も
略
ぽ
吏
記
と
同
機

だ
が
（
た
い
漢
書
に
都
城
の
名
番
兜
国
陰
欝
毒
城
ご
い
ふ

の
を
墨
げ
て
居
る
が
、
こ
れ
の
み
が
史
記
に
な
い
）
後
漢

の
時
に
は
章
帝
の
章
和
元
年
（
西
紀
八
七
）
に
こ
の
國
の
使

が
來
朝
し
、
和
帝
の
永
元
九
年
（
西
紀
九
七
）
に
は
班
超
が

甘
英
を
遣
っ
て
大
器
に
使
は
し
、
こ
の
國
の
附
庸
な
る
條

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
五
）

支
に
至
っ
て
麟
っ
て
居
る
○
而
し
て
こ
の
班
超
遣
便
の
時

に
始
め
て
大
秦
ε
い
ふ
名
が
見
え
て
居
る
ε
こ
ろ
か
ら
親

る
ご
、
大
秦
ε
い
ふ
名
は
安
息
人
な
ふ
こ
か
ら
聞
い
た
と
す

べ
き
で
、
當
時
安
息
人
は
そ
の
西
方
の
羅
馬
及
び
そ
の
属

領
を
大
秦
σ
再
販
ρ
1
ε
呼
ん
で
居
た
こ
ご
、
吾
人
が
隊

洲
諸
國
を
泰
西
ビ
い
ふ
の
ご
同
門
で
あ
っ
た
も
の
ご
見
ゆ

る
。
　
U
譲
一
轟
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
古
代
印
度
語
の
α
鋳
欝
6



卵

ご
同
語
源
に
薦
し
，
印
度
で
は
こ
の
語
が
、
波
母
語
の

合
警
2
号
警
β
ご
均
し
く
「
右
」
の
義
が
あ
る
ご
共
に
「
南
」

の
義
ビ
な
っ
て
居
る
◎
こ
れ
は
多
分
川
流
の
方
向
の
差
異

か
ら
來
た
ら
し
く
東
流
せ
る
命
磐
σ
q
o
。
。
の
方
向
か
ら
い
ふ

ご
、
右
は
南
ご
な
り
、
・
南
流
せ
る
国
窪
窪
暮
。
ω
と
σ
q
「
硫
の
方

向
か
ら
い
ふ
ご
右
は
西
こ
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
支
那

に
於
て
大
秦
が
往
々
に
し
て
印
度
の
U
国
連
招
（
O
o
8
鴛
）

ご
混
同
せ
ら
る
、
の
は
こ
の
爾
語
が
も
こ
同
語
源
に
薦
し

そ
の
間
に
極
め
て
相
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

か
、
る
事
情
も
、
亦
た
大
秦
が
波
斯
語
α
p
警
誤
号
警
p
の

封
音
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ε
の
断
案
に
多
少
の
援
助
を
な
す
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